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報 道 発 表 
 

2020 年 12 月 15 日 
 
 

Chordia Therapeutics 株式会社と小野薬品工業株式会社のライセンス契約 
締結のお知らせ 

 
 

 
 京都大学の研究成果を活用するベンチャ ー企業である Chordia Therapeutics 株式会社

（本社：神奈川県藤沢市、代表取締役：三宅洋）はこのたび、同社が保有する MALT1 阻害

剤「CTX-177」及び関連化合物の全世界における開発・製造・商業化に関する権利を独占的

に供与する契約を小野薬品工業と締結したことをお知らせします。Chordia は、京都大学イ

ノベーションキャピタル株式会社（本社：京都市左京区、 代表取締役：楠美公、以下「京

都 iCAP」）を無限責任組合員とするイノベーション京都 2016 投資事業有限責任組合（以

下「KYOTO－iCAP1 号ファンド」）の投資先です。 
 

Chordia は、本契約の締結に伴い、全世界において CTX-177 およびその関連化合物を

独占的に開発、製造および商業化する権利を小野薬品に許諾します。Chordia は、契約一

時金および第Ⅰ相試験開始時の開発マイルストンの合計として 33 億円（うち契約一時金

は 8 億円）、その後の開発の進捗および売上高に応じたマイルストンとして最大 496 億円

を小野薬品から受領します。また、製品発売後は CTX-177 の全世界での売上高に応じ

て、一桁台後半から二桁台前半のロイヤルティを受領します。 
 
 Chordia の代表取締役である三宅洋は、次のように述べています。「オンコロジー領域の

リーディングカンパニーであり、独創的かつ革新的な抗がん薬のポートフォリオを有する

小野薬品と、MALT1 阻害剤「CTX-177」について提携できたことを大変うれしく思います。

当社は、新しい作用機作を有する抗がん薬の研究開発を推進する中で、選択的で強い

MALT1 阻害剤 CTX-177 を創薬できたことを誇りに思います。本提携により、CTX-177 が

より早く、多様なニーズを抱えるがん患者さんに届くことを期待します。」 
 
 京都 iCAP の代表取締役である楠美公は、「本ライセンス契約により、MALT1 阻害剤

「CTX-177」の研究開発が加速され、一日でも早く、がん患者さんの新たな治療オプション

となる事を期待します。また、MALT1 阻害薬は、京都大学を含む産官学の取り組みによっ

て開発されました。京都 iCAP は、本取り組みが、日本におけるイノベーション創出のモデ

ルの一つとなる事を期待します。」と述べています。 
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〇CTX-177 について 
CTX-177 は、リンパ球系の血液細胞において、その細胞内シグナル伝達に関与すること

が知られている粘膜関連リンパ組織リンパ腫転座 1（Mucosa-associated lymphoid tissue 
lymphoma translocation protein 1、以下、MALT1）に対する選択的な阻害剤です。MALT1
の活性化は、リンパ球系の血液細胞のがん化に重要であることが報告されており、CTX-177
は MALT1 の活性を阻害することにより、これらリンパ球系の血液のがんに対する抗腫瘍

効果が期待されます。 
 本 MALT1 阻害薬の研究は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の産学連

携医療イノベーション創出プログラムのサポートを受けた、武田薬品工業株式会社（以下、

武田薬品）、京都大学、宮崎大学との産官学連携の共同研究として開始されました。Chordia
は武田薬品よりライセンスを受け、化合物の最適化研究を行い、CTX-177 を創薬しました。

その後、AMED の革新的がん医療実用化研究事業のサポートを受け、共同研究に国立がん

研究センターも加わり、臨床試験開始に向けて前臨床試験を実施しています。これらの

CTX-177 の前臨床試験に関する研究成果は、本年 12 月 5 日から 8 日に先日  開催された

第 62 回米国血液腫瘍学会で発表されました。（Abstract #141824, Daisuke Morishita et.al.  
Abstract #141824 ：:Preclinical Evaluation of a Novel MALT1 Inhibitor CTX-177 for 
Relapse/Refractory Lymphomas）。 
 
〇Chordia Therapeutics 株式会社について 

Chordia は、2017 年 11 月にがん領域に特化した研究開発型バイオベンチャーとして神

奈川県藤沢市の湘南ヘルスイノベーションパークに設立され、新しい作用機作を有する抗

がん薬の研究と開発を行い、革新的な新薬を生み出すことを目指しています。リードプログ

ラムとして開発が進んでいるCLK阻害薬CTX-712 は、第 1相臨床試験を実施しています。

CTX-712 はがんの持つ脆弱性を標的としており、有効な治療薬になることが期待されてい

ます。Chordia は特定の異常を有するがんに効果が期待される複数のパイプラインの研究

開発を行っています。 
詳細については https://www.chordiatherapeutics.com をご覧ください  
 
○京都大学イノベーションキャピタル株式会社（京都 iCAP）について 
 京都 iCAP は、京都大学 100％出資子会社として、京都大学を中心とした国立大学から

生まれた研究成果を活用する企業を対象に投資やその他の事業支援を行っております。

2016 年 1 月には京都大学と民間企業からの出資を受け、同社を無限責任組合員とする 
160 億円の KYOTO－iCAP1 号ファンドを組成しました。同ファンドの満期は最長 20 年
間に設定しており、基礎研究に強みを持つ京都大学の研究成果の実用化を長期にわたって

支援することが可能となっています。また、起業に興味を持つ方々を対象とした会員組織で

ある「ECC-iCAP」の運営を大学から受託しており、スタートアップ企業の経営者候補の発

掘・育成にも力を入れています。 
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【お問い合わせ先】 
                京都大学イノベーションキャピタル株式会社 
                〒606-8317 京都市左京区吉田本町 36 番地 1 
                事業企画部長（広報担当）     河野修己 
                TEL：075-753-7588  FAX：075-753-7592 
                E-mail：info@kyoto-unicap.co.jp 
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